
在宅医療・介護連携室ポピー Dr.神谷のモーニング研修会

患者の想いを実現するための実践
～元気な時から最期の時まで～

会 場 : 山形市医師会館 ２階 201会議室

開 催 :    全４回 5月21日(水)・6月25日(水)・7月23日(水) ・9月10日(水)  

内 容 :    各回のテーマと内容の詳細については裏面をご覧ください

時 間 : ９：００～１１：００

対 象 : 医療介護従事者（医師、看護師、薬剤師、MSW、リハビリ職、相談員、介護・福祉職）

定 員 :   ３０名（全日程の参加可能な方を優先いたします）

受講料 :   無料（１Drink・お菓子付き）

裏面の参加申し込みをFAXまたは二次元コードよりお申し込みください

メールアドレス宛に受講の可否についてご連絡させていただきます

※次年度はフォローアップ研修を開催の予定です。

※お車でお越しの方は医師会駐車場をご利用ください。

講師： 神谷浩平 氏

緩和医療専門医・指導医

一般社団法人

MY wells 地域ケア工房代表

地域や病院など様々な支援の現場で

意思決定支援の取り組みがされていますが

「これでいいのだろうか」

「どうすればよかったのだろうか」

と、悩まれることはありませんか？

現場で支援に携わる方々が

根拠に基づいた実践ができるよう

意志決定支援の基礎から応用までを学ぶ

研修会を企画いたしました。

この研修会は全４回の開催です。

全ての研修会を受講された方には

修了認定証を発行いたします。

締め切り：５月２日（金）又は定員になり次第

2001年、山形大学医学部卒業。同大学附属病院麻酔科、山形県立中央病院
麻酔科を経て、筑波メディカルセンター病院緩和医療科へ。2010年に山形
県立中央病院緩和ケア病棟医師となり、2011年に同院緩和医療科医長に就任。
2020年に退職し、一般社団法人MY wells 地域ケア工房を設立。
日本緩和医療学会・緩和医療指導医・専門医。



患者の想いを実現するための実践
～元気な時から最期の時まで～

日程 テーマ 内容
参加可能
な日程に

〇

5月21日
（水）
9:00～11:00

第１回

分かりやすい臨床倫理
～患者の最善を話し合う枠組みを体験しよう！～

よくある、本人と家族の思いの対
立、価値観の相違、医療チーム間
の対立などを調整するための合意
形成のプロセスと、それに重要な
患者さん中心の方針について話し
合う臨床倫理のカンファなどを最
初に紹介したいと思います。

6月25日
（水）
9:00～11:00

第２回

分かりやすいACPと意思決定支援の理解
～目指すべきアウトカムは何か？～

アドバンスケアプランニング
（ACP）について正しく理解し、
ACPの本当のアウトカム（目標）
は何か？を意識できるよう学びた
いと思います。

7月23日
（水）
9:00～11:00

第３回

分かりやすい意思決定の支援プロセス
～「コミュニケーション」は改善できる！～

価値観を聞き出す、などと言われ
るコミュニケーションの課題につ
いて、話し合いの手引きなどを紹
介したいと思います。

9月10日
（水）
9:00～11:00

第４回

まとめ：理念と実装の提案
～本人の意向を尊重した医療・ケアの決定プロセスのために～

最後に、何をどうすることで「本
人の意向を尊重した医療・ケア」
がより良いプロセスで決定された
と言えるのか、という組織や職種
間で抑えるべきポイントを解説し
ます。

参加申し込み
同じ施設から複数名の申し込みも可能です（4名位迄）

1名毎にお申し込みをお願いいたします。
お申し込みの際には必ず、上表の参加可能な日程に〇をご記入ください。

全カリキュラムへの参加が可能な方から優先してご案内させていただきます。
受講の可否については5月９日（金）までにご連絡いたします。

FAX:641-5570（添書不要）

所属
事業所名

氏名 職種

連絡先
電話番号

メールアドレス

お問合せ： 山形市医師会 在宅医療・介護連携室ポピー
TEL 023-641-5555 FAX 023-641-5570 担当：鹿野・大場

下の二次元コードからも
お申込みいただけます

在宅医療・介護連携室ポピー Dr.神谷のモーニング研修会

https://forms.gle/jJYgHLVH8YimE1rc7

CHECK！

☐
可能な日程に

〇をつけてください

お申し込み前に
再度確認を
お願いします

https://forms.gle/jJYgHLVH8YimE1rc7

	スライド 1: 在宅医療・介護連携室ポピー　Dr.神谷のモーニング研修会  患者の想いを実現するための実践 　 ～元気な時から最期の時まで～
	スライド 2: 患者の想いを実現するための実践 ～元気な時から最期の時まで～

